
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

学校だより１２月号（第８号）                   令和７年１２月１日 発行 

墨田区立墨田中学校 校長 小出 和正 
〒131-0033 東京都墨田区向島 4-25-22  電話 03-3625-0351 FAX 03-3625-0424  

 

墨 中 だ よ り 
教育目標 

自ら学び 

心豊かで 

たくましい 

正しく恐れて正しく備える 

校長 小出 和正 

 

１１月２５日（火）１８時１分頃、熊本県阿蘇地方を震源とする地震が発生しました。同県産

山村では震度５強、同県阿蘇市及び大分県竹田市では震度５弱を観測しました。同時間帯、私は

３年生との校長面接を終え、資料をまとめていたところでした。甚大な被害が出た平成２８年の

熊本地震（４月１４日～４月１６日：震度７が２回、震度６強が２回、震度６弱が３回など、短

期間に大きな揺れが繰り返された）を思い出し、被害が最小限であることを願うばかりでした。 

ちょうど、１１月２１日（金）中 P 連研修大会が行われ、テーマは「子どもたちの未来を守る

減災教育～これまでの防災に足りない“減災の視点”を学ぼう～」でした。その会に参加し、改

めて感じたことは、「防災の常識が本当に正しいのか」という視点の大切さです。 

【過去の経験から】 

私事の話になりますが、平成２３年３月１１日東日本大震災が発生した際、私は職員室で業務

をしていました。揺れが大きくなるにつれ自分のクラスが心配になり、よろけながら体育館へ急

ぎました。そこでは、体育館にある電動式の大きなバスケットゴールが振り子のように大きく揺

れ、生徒はその場にしゃがみ込んでいました。すぐに教員と連携し、生徒を体育館の側面へ移動

させ、「姿勢を低くし、ゴールや天井、そして周囲の状況を見ながら、何かあったらすぐに対応できるようにし

なさい」と指示し、生徒と一緒に揺れが収まるのを待ちました。振り返れば、従来は体育館中央へ

の避難が一般的かと思いますが、振り子のようなバスケットゴールを危険と判断し、そのような

指示を出したのだと思います。 

【減災への考えと身に付けさせたい力】 

本校は耐震工事がされており、震度５弱以上の地震が起きても「すぐに倒壊することはない」

と考えています。しかし、本校でそのような地震が起きた場合、「天井からの落下物、棚などが倒れ

る、ガラスが割れる、扉が開かない」などに注意が必要とも考えます。なぜなら、学校には「天井、照

明器具、内装、放送などの設備器具、外壁、バスケットゴール、ピアノ、窓・ガラス、戸棚、下

足箱」など多くの非構造部材があるからです。５弱以上の地震が起きた際、「被害にあわない」ため

に「どう判断し、行動するか」が重要であり、一次避難の質を高めることで減災につながると考えま

す。生徒に身に付けさせたい力は、「『落ちてこない』『倒れてこない』『移動してこない』」場所を見つけ

（危険予測）、素早く避難すること（危険回避）。つまり「危険の程度に合わせて自ら考え、動く力」です。

学校は集団生活の場です。一人の勝手な行動は周囲をパニックに陥れます。避難訓練や安全指導

を通して、「集団の秩序を保ちながら、一人一人の危険回避能力を高め、命を守る」ことを、丁寧に積

み重ねてまいります。 

【年末のご挨拶】 

  今年度は２年生において避難所設営訓練や防災士による講演会を行うなど防災教育の充実に努

めてまいりました。防災・減災を考える１年となり、気づけば今年も残りわずかとなりました。 

おかげさまをもちまして、今年も保護者・地域の皆様のお力添えにより、様々な教育活動を行

うことができました。心より感謝申し上げます。皆様方のご健康とご多幸をお祈り申し上げます。

どうぞよいお年をお迎えくださいませ。 

 （参考文献：文部科学省から多くの資料が出ております） 

・学校防災マニュアル（地震・津波災害）作成の手引き（文部科学省 H２４年３月） 

・学校施設の非構造部材の耐震化ガイドブック（改訂版）（文部科学省 H２７年５月） 

・実践的な防災教育の手引き（文部科学省 R６年３月） 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

日 曜 行 事 

１ 月 三者面談始 部活動再登校始 

２ 火  

３ 水 小布施町コラボ給食 アイチェック 

４ 木 区合同球技大会（特） 

５ 金  

６ 土 墨田区立中学校ビブリオバトル 

７ 日  

８ 月 三者面談終 

９ 火 入試相談準備（３） 

１０ 水 学年朝礼 職員会議 部活動再登校 

１１ 木 分掌部会 部活動再登校 

１２ 金 中学生区議会 

１３ 土 学校華道教室 

１４ 日 ESAT-J予備日（３） 

１５ 月 私立高校入試相談始 

上級学校訪問（特） 各種委員会 

１６ 火 避難訓練 

１７ 水 校外学習 TGG（２） 

１８ 木  

１９ 金 トコトン音楽道（２特） 

プロジェクト会議 部活動再登校 

２０ 土  

２１ 日  

２２ 月 ふれあい学習発表会（２） 

２３ 火 全校委員会 

２４ 水 生徒会朝礼 校内研修会 

部活動再登校 

２５ 木 冬季休業前集会 安全指導 

部活動再登校 

２６ 金 冬季休業日始 

２７ 土  

２８ 日  

２９ 月 学校閉庁日 

３０ 火 学校閉庁日 

３１ 水 学校閉庁日 

  ※変更になる場合があります。 

【職場体験 １１月２０日（木）２１日（金）】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２年生は、望ましい社会性や勤労観・職業観への理解を深

める等を目的に職場体験を行いました。生徒は、実際に体験

することで、働くことの大変さや楽しさ、やりがいを感じるとと

もに、社会的なルール等について学ぶ機会となりました。ご

協力いただいた各事業所の皆様に、この場を借りて御礼申

し上げます。 

学校評価に関するアンケートのお願い 

１１月２５日にCOCOOにて、表題の依頼をし

ております。本校では、さらなる教育の充実とよ

りよい学校をつくっていくことを目指して、四者

（生徒、保護者、地域の方、教職員）による「学

校評価に関するアンケート」を実施しておりま

す。回答へのご協力をお願いいたします。 

【デフリンピック観戦 １１月１７日（月）】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

Ｆ組は、東京で初開催となった、デフリンピックのバスケッ

トボール観戦に行きました。聴覚障害のある選手の活躍する

様子や、会場内にある聴覚障害の方への配慮に、生徒は多

くの気付きを得ることができました。このことを、共生につい

ての考えを深め、よりよい成長につなげてほしいと思います。 

１２月行事 主な予定 

【学校保健委員会 １１月２２日（金）】 

 

 

 

 

 

 

 

 

学校保健委員会には、多数の保護者のみなさんに参加い

ただきました。墨田区保健所保健予防課の方を講師に、「個

人でできる感染症対策」をテーマに講演をいただきました。

手洗いの演習では、「適切に手洗いをするのは大人でも難し

い」との声があがっていました。その後は給食試食会を楽し

みました。 


